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令和 3年度第２回倉吉市環境審議会 議事録

１．日 時 令和３年 12月 24 日（金） 14：00～15：30

２．場 所 倉吉市役所第２庁舎 2階 201 会議室

３．出席者

委 員：齋木委員、中川委員、福井委員、福政委員、桝井委員、松井委員、宮脇委員、米田委員

（出席８名、欠席 3名：江原委員、中林委員、石賀委員）

事務局：美舩部長、青目課長、宮脇係長、福井主任

４．審議事項

（１）第２次倉吉市環境基本計画の中間見直し

（２）第２次倉吉市環境基本計画 実施状況の点検・評価方法

５．議事概要

事務局 開会、資料確認、審議会の成立の報告（委員数 11名、8名出席）

会 長 《会長あいさつ》

事務局 議事は、会長の進行でお願いします。

会 長

議題（１）第２次倉吉市環境基本計画の中間見直しの審議を始めます。

第 1回の審議会では、環境基本計画の中間見直しの方向性として、「市域の地

球温暖化対策実行計画の内包」「倉吉市のゼロカーボンシティ宣言」「SDGs の

考え方を取り入れる」ことが大筋で了承されました。継続審議事項もあります

ので、この点も含めて審議します。

事務局

《説明》

・第２次倉吉市環境基本計画の中間見直し案

・第２次倉吉市環境基本計画の中間見直しに関する継続審議の検討結果

会 長
継続審議の意見の発言者に確認をお願いします。

継続審議 1の SDGs の関連付けです。発言者の委員は欠席です。

事務局 発言者の方には事前に資料をお届けして確認していただきました。

会 長
P36～P37 温室効果ガス総排出量の推計値で、CO2 吸収量の説明はありました

が、CO2 排出量の説明をお願いします。

事務局
環境省がウェブサイトで公表している部門別CO2 排出量の現況推計を市域の

推計値としています。

会 長 他の市町村も同じようにしていますか。

事務局
温室効果ガス排出量などの分析に力を入れる市町村はコンサルタントに委託

します。環境省に確認したところ、環境省ウェブサイトの部門別CO2 排出量
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の推計値は、計画策定の際に活用して下さいとのことです。推計値の算定方法

は、別冊資料のとおりです。

会 長
ゼロカーボンは、ひとまず、CO2 吸収量を森林だけに頼るということですね。

了承しました。

会 長 継続審議 3については、いかがでしょうか。

委 員 県の資料を基に作成されていますので、了承しました。

会 長 継続審議 4については、いかがでしょうか。

委 員
P26 市域の二酸化炭素排出量の推計値には、市の事務事業の排出量は含まれて

いますか。

事務局 地方公共団体の数値は、業務その他部門に含まれることになります。

委 員
P48 市役所の業務に伴うフロン類の漏えい点検は、市の事務業務編に含まれて

いるものが再掲されているのですか。

事務局
市の事務事業編は、省エネルギーの取組がメインです。フロン類の漏えい点検

は含まれていません。

会 長

P41 木材の利用の取組について

国の第 5次環境基本計画の見直しによると、地域材の活用が盛り込まれていま

す。市の計画で、もう少し強めに記載していただけないでしょうか。国の計画

では、新たな木材利用の創出や消費者との理解の醸成、県産材の利用が記載さ

れています。国の資料を基にもう少し膨らませていただけないでしょうか。

会 長 継続審議 6のアップサイクルです。

副会長

P71 に掲載されていますので了解します。

国も推進している取組です。リサイクルと同じくらいにアップサイクルという

言葉が浸透していくことを願っています。

会 長 継続審議 7の古新聞の再利用です。

委 員

古新聞の利活用を実践した物を持参してきました。皆さんにご紹介します。

ごみ捨てのナイロンの代わりに利用するものと、台所の三角コーナーで残飯を

入れるために使っているものです。

会 長 市のごみ収集に出しても支障はありませんか。

事務局 指定袋に入れて出していただければ、問題はありません。

会 長 計画の取組に生かして欲しいということですね。

委 員 はい。

会 長 その他、見直し案の全体を含めて、ご意見はありませんか。

副会長

林道が整備されていないと森林が荒れてしまいます。家の裏山に 50 年前に植

えた杉の木が大きくなりすぎて、森林組合に切ってもらいましたが、切った後

に森林から出すことができませんでした。森林が荒れているため、地籍調査に

も入れないこともあります。森林の CO2 吸収のためにも、林道の整備が必要

ではないかと思います。
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事務局

森林の整備に関しては、個別に森林整備計画があります。森林を守って、有効

活用し、森林の持続可能な活用に取り組む計画がありますので、その計画の中

で議論をさせていただきたいと思います。

森林整備計画を進めていくことで、この環境の方のレベルも上がっていくこと

を理解しながら仕事を進めていきたいと思います。

委 員

今年のように大雨が降りますと、林道の整備も難しくなります。国も計画を立

て、助成制度を作りながら森林整備を進めていますが、その計画に入っていな

い山は荒れてしまいます。森林組合に教えていただければ、市と協議しながら、

環境にやさしいまちづくりの実践に努めていきたいと思います。

会 長
山が荒れている背景には複雑なものがあります。専門家の方々に委ねるという

ことでよろしいでしょうか。

副会長 よろしくお願いします。

委 員

環境基本計画の大元は市の総合計画です。

総合計画に掲げている SDGs について、地域づくり、人権問題、男女共同参画

などの整合性は、これから取っていかれるのですか。

事務局

地域づくり・まちづくりの取組に SDGs の考え方を取り入れて同時並行的にや

っていくのが第 12次総合計画です。

人権問題、男女共同参画などの個別計画においても、SDGsの考え方を取り入

れて進めていくこととしています。総合計画の全般に渡って、関連する SDGs

との紐づけをしながら、全庁的に進めていくことにしています。

総合計画では、主要課題の中に SDGs の推進を掲げて、関連する施策を SDGs

に紐づける形としています。

委 員
総合計画には、住民への働きかけなど記載されているが、計画だけが先走ら

ないように進めて欲しいです。

事務局
庁内に SDGs を推進するためのプロジェクトチームを作っています。

SDGs とまちづくりを進めていきたいと思っています。

委 員
P37 温室効果ガスの総排出量では、5年前と比べて森林のCO2 吸収量が増え

ていますが、これは単純に森林の面積が増えているということでしょうか。

事務局 間伐の手入れをした森林が増えているため、その分が増加しています。

委 員 倉吉市の温室効果ガスは、将来的には段々と減少していく傾向ですか。

事務局
森林のCO2 吸収量を増やすには、間伐など手入れをする森林を増やしていく

ことが必要です。CO2 排出量では、省エネの取組で削減する必要があります。

事務局
間伐などの森林整備は、市の総合計画の中でも間伐面積を増やしていくことが

掲げられています。

委 員

ニュースでは、SDGs の認知度は 77.5%と上がっていますが、SDGsを推進し

ている企業は、29.4％だそうです。行政と民間企業との間に温度差があると思

いま。資料P77に事業者の取組が掲載されていますが、企業の活動の内容が少
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ないと思います。古いメガネを引き取り、経済的に苦しい国にボランティアで

配布し、「貧困をなくすこと」に貢献する企業もありますが、企業的にはその

ような取組は難しいでしょうか。

委 員

商工会で、エコラップ（みつろうラップ）を作りました。しょうがなどを包む

と日持ちがします。小さなグループでいいので、このような取組を広めていく

ことが大切だと思います。

事務局

環境基本計画では、施策ごとに事業者、市民の取組を掲げています。

それぞれの立場で環境に配慮していただくことで、施策のレベルが上がってい

くことになります。P77 の SDGs の関連では、特徴的な事業者の取組を切り

取って、分かりやすくするために記載しているものです。

会 長

P37 図表 21では、CO2 の排出量と森林の吸収量に大きな差があります。森林

はもう少し吸収していると思いまし、足りない酸素をブラジルやアマゾンとか

に頼っているということでしょうか。

事務局
実質 CO2 ゼロにするためには、森林だけでは難しいと思います。今現在、森

林以外に何が発揮しているのかを示すデータがありません。

会 長

CO2 排出量と森林の吸収量の開きが大きすぎて、その背景を抑えないと、この

差をゼロにするにはいつになるのかと思います。どこかに酸素を一生懸命出す

ものがあるということですね。国や県の計画を参考にして研究されたものです

ので、承知しました。

会 長
皆様にお諮りします。環境審議会として、見直し案の原案について、微修正は

あるにしても、承認することとしてよろしいでしょうか。

委 員 異議なし

会 長 事務局から、今後のスケジュールの説明をお願いします。

事務局

微修正をした原案を委員の皆様に郵送させていただき、その後に 1ケ月間の日

程でパブリックコメントを行います。

次回の環境審議会は、3月 18日又は 3月 22日にお願いしたいと思います。

会 長
議題（２）第２次倉吉市環境基本計画・実施状況の点検・評価方法の審議を始

めます。事務局より説明をお願いします。

事務局

《説明》

計画の推進は、倉吉市環境審議会が計画の目標の達成状況、施策の実施状況結

果等をまとめた報告書の点検・評価を行い、施策の見直し等の提言を行うこと

とされています。計画の進行管理では、「計画」「実施」「点検及び評価」「改革

及び改善」のＰＤＣＡサイクルを基本に実施することを規定しています。

計画の進捗状況の評価方法に関する継続審議が 2点ありました。
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継続審議 1は、SDGs のゴールのうち、どのゴールをメインに取組むのかを明

確にし、施策の成果指標を設定してはどうか。というご意見です。

この点については、施策の取組の進捗状況の数値化を考えています。

継続審議 2は、市の事務事業に伴う温室効果ガスの排出抑制の地球温暖化対策

実行計画（事務事業編）の実績も併せて報告してはどうか。というご意見です。

この点については、ご意見のとおり、実績を併せてご報告したいと考えます。

別冊資料 P6～P10 の説明

今後の計画の点検・評価方法として、計画の各施策で指標が取れそうなものを

環境指標として整理し、計画の進行管理をより的確に実施したいと考えます。

太枠の部分につきましては、主要な環境指標として、第 2次倉吉市環境基本計

画の中間見直（原案）の 75ページから 77ページに位置づけました。

会 長 継続審議 1の検討結果については、発言者の委員に確認されましたか。

事務局 事前に確認していただきました。

会 長 継続審議 2は、先ほど審議したものです。皆様、いかがでしょうか。

委 員 SDGs のゴール 17を絞り込んだということですか。

事務局 そのような考えもありますし、施策で数値化できそうなものを掲載しました。

委 員
分かりました。数値化は難しいですが、達成ということになりますと、それし

かないですね。

会 長 総合計画でも、別のカテゴリで別の指標があるということですね。

事務局 全ての施策ごとに SDGs と関連するものを関連付けをしていくものです。

会 長 今審議しているものは、環境基本計画に関連化するものですね。

事務局

そうです

総合計画で環境基本計画に関連するのは、「廃棄物の減量と適正処理」「環境保

全と循環型社会の構築」の 2つの施策です。その２つの施策を環境基本計画と

いう個別計画で推進していきます。

会 長
計画の見直し案のパブリックコメントを控えていますので、市民の方のご意見

を踏まえて、事務局で整理していただきますが、よろしいでしょうか。

委 員 異議なし

委 員 パブリッコクメントはいつからの予定ですか。

事務局 来年 1月中旬頃から 1ケ月の予定です。

会 長
バブリックコメントを整理して、3月に環境審議会を開催することでよろしい

でしょうか。

委 員 異議なし

委 員

廃棄物処理法では、環境保全と公衆衛生の向上の 2つの柱となっています。

見直し案では随所に「環境保全」という言葉があるが、「公衆衛生の向上」と

いう言葉も、ごみに関わるところに書き加えてほしいと思います。
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事務局 後ほど、言葉の整理をさせていただきます。

会 長
本日の議題は終了しました。

皆様、2つの議題を了承したということでよろしいでしょうか。

委 員 異議なし

会 長 以上をもちまして審議会を閉会します。


